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点も多い。そこで今回，実験癌として広く用いられる細胞系の一つであるマウス L 1 2 1 0 白血病細胞を
{吏って，副腎摘除術の癌の増殖に与える影響について調べる乙とにした。
〔方法ならびに成績〕 宿主動物として， BDF 1 系雄性マウス( 6"-'7 週令)を用いた。マウス L 1 
210 白血病細胞の維持は，週 1 回の腹腔内移植によった。高IJ腎摘除手術は後腹膜部位より行った。マウ
スは，手術後 4"-' 7 日後に実験に供した。
まず，副腎摘除術の白血病細胞の増殖に与える影響を見るために，副腎描除及び、非摘除マウスの腹腔内
にそれぞれ1.5X10 4個の白血病細胞を移植し 5 "-' 7 日目の腹腔内の細胞数をカウントした。その結果F
副腎摘除マウスで、は，非摘除マウスに較べて，細胞数が約40~ぢ lζ減少していることがわかった。乙れと同











細胞を移植してからまだ対数増殖期にある 5 日自における分裂率は，副腎非摘除マウスで、は， 5.8 土 0.4労





実験では， (1251) -Iododeoxyuri d i ne をDN A~c:取りこませた L 1 2 1 0 白血病細胞を腹腔内に
移植し，そのマウス体内における動態を放射能を目安にして追跡するという方法を用いた。 5 X 10 5個の
放射能で標識した細胞を移植してから 4'"'-'6 日自における腹腔内に残留する放射能量は，移植した細胞に
含まれた放射能量の僅か約 2 労に過ぎなかった。副腎摘除マウスの腹腔内に残留した放射能量は，副腎非
摘除マウスにおける放射能量の約70~ぢであった。乙の比率は 5 X 10 5 個の細胞を移植後 4 及び 5 日自に
おける，副腎非摘除マウスの腹腔内に存在する白血病細胞数に対する，富IJ腎摘除マウスにおける細胞数の











知られているが，未だ十分に解明されたとはし、えなし '0 本研究においてー糖質コノレチコイドの欠乏が， L 
121 0 白血病細胞のマウス腹腔内における増殖を見かけ上抑制する乙と及びその機構の一部が明らか
にされた。乙の乙とは，生体内における癌の増殖という基礎的な問題の解明の一助となりうると考えられ
本論文は学位に値する研究と判断する。
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